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路線バスの現況把握について

１．現状把握

（１）調査目的

次年度以降の公共交通の計画を検討するために、現状の運行路線、時間、運賃、利

用状況等の現状について整理・把握を行う。整理した内容は、概ね以下の手順により

検討を進める。

（２）情報収集（バス会社への資料提供依頼）

・バス会社 5社への資料提供の依頼（7/15）→5社とも回答あり。

・今後、資料整理作業において不足資料等あれば引き続き資料提供等の協力を依頼。

依頼内容 資料整理

① 運行ルート（地図など）、時刻（バス停毎）

② 運賃

③ 利用者数

④ 車両台数（定員数含む）

表、グラフ、地図化し、整理

２．公共交通の事業者ヒアリング

今後、以下の内容について、事業者ヒアリングを予定している。

・路線の統廃合の計画 ：既に新設・減便・廃線等の計画を確認

・利用者の声（改善要望） ：事業者・運転手が把握している利用者ニーズの情報収集

以上

現状把握（公共交通） 住民アンケート

事業計画

・路線バス、ふれあいバスの新設・再編

・新たな運行サービスの導入

方針検討

・市全域方針、地域別方針

・ふれあいバスと民間バスすみ分け

課題抽出

・住民、利用者、行政の視点で整理

・バスの運行改善の要望（ルート、時間、頻度、運賃 等） 等

資料２－２

（追加）


